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研究成果の概要（和文）：哺乳類の体毛は一般に地味な茶褐色である。しかし、東南アジアに生息するフィンレイソン
リスは、白色、黒色、赤色などの目立つ色彩である。毛色の生態的意味として、同種内の社会的シグナル、近縁種との
識別シグナルとして働いている可能性の2点を検証した。体毛を採取し、体重、性別、季節変化および加齢変化を調査
した。その結果、体色は個体差が認められたが、これら要因との関連性は無く、毛色が社会的状況で機能する可能性は
低いことが示唆された。飼育環境下で色識別試験を行なったところ、同所的に生息する近縁種2種の毛色に対してフィ
ンレイソンリスの黒、白、橙色が識別可能であり、体色が種識別に機能する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Finlayson’s squirrel, Callosciurus finlaysonii, is distributed in lowland 
forests throughout South-East Asia. Its pelage colour is conspicuous red, black and white. To understand 
the ecological meaning of the pelage coloration, we measured and compared across different seasons, ages, 
body weight and sexes. The color characteristics of the pelages did not differ between the sexes, ages, 
body weight and seasons, which indicate that the unusual pelage colour cannot be explained as social 
signals. Colour vision tests revealed that C. finlaysonii can discriminate the colour of conspecific 
white, black, and red pelages from the colour of sympatric other species, which indicate that the pelage 
colour could be useful clues for species recognition.

研究分野：生物学

キーワード： 毛色多型　色覚認知　Callosciurus finlaysonii　熱帯林　同種認識
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１．研究開始当初の背景 

哺乳類の色覚に関する研究は、その多くが生
理学的な分野あるいは遺伝学的な分野で行
われている。野生動物が自然環境のもとで、
どのような色覚利用をしているのかについ
ての研究は少ない。本研究は、これまで調査
されてこなかった熱帯林における哺乳類の
色覚利用の可能性を探るものである。熱帯林
は多様な動植物の生息の場であり、生物間相
互作用が複雑で多岐にわたっている。種子散
布や花粉媒介など動物を利用する植物種も
多く、その多くは色彩によって動物を誘引す
るため、鮮やかな色彩を持つものが多い。熱
帯の哺乳類、とくに昼行性の種では、冷温帯
域に比べて、色覚を発達させる生態学的利点
があることが予想される。人間を含む霊長類
の色覚についての研究は多く、その多くが三
色型色覚であると言われている。したがって、
赤、緑、青の 3 色を識別可能である。一方、
そのほかの哺乳類についての色覚研究は少
ない。げっ歯目リス科は哺乳類の中では珍し
く昼行性であるため、色覚利用が予想される。
しかし、熱帯林においてリスの色覚の詳細な
研究はまだおこなわれていない。 

今回研究する熱帯林のフィンレイソンリ
ス（Callosciurus finlaysonii）は毛色が、赤、
白、黒と非常に鮮やかで、しかも、地域や個
体によって毛色に多型がある。通常哺乳類の
毛色は茶褐色であることが多く、それは隠蔽
色として機能するとされている。哺乳類では
まれなフィンレイソンリスの目立つ毛色の
生態学的な意義について、本種の色覚利用と
ともに検討する必要がある。 

 

２．研究の目的 

東南アジアの低地林に生息するフィンレイ
ソンリスの目立つ毛色の生態的な意義を明
らかにするために、（１）目立つ毛色が同種
の社会関係の中で順位や繁殖などのシグナ
ルとして機能しているかどうか、（２）同所
的に生息する近縁種との間で種判別の機能
を果たす可能性があるかどうか、という 2 つ
の機能を検証する。 

 

３．研究の方法 

（１）タイの 4地域でフィンレイソンリスを
捕獲し、毛の採取、性別、体重記録後、個体
識別の耳タグを付けて放逐する。18 か月後に
再度捕獲を試み、毛を採取する。毛は実験室
において測色計で色の 3 要素（明度、彩度、
色相）を数値化する。毛色の特性と、性別、
体重、年齢、季節との関係を解析することに
より、毛色が社会的なシグナルとして意味を
持っているかどうか検討する。 
（２）実験下で 6個体のフィンレイソンリス
について、色識別実験を行なった。同種の毛
色として、黒、赤、白の 3色、同じ地域に生
息する近縁種 C. erythraeus の茶褐色および
C. caniceps の橙色を計測値に基づいて作成
した。正解色を選ぶと報酬の餌を得られる実

験装置を用い、それぞれの色の組み合わせで
10 回ずつの学習試験を行ない、判別可能な組
み合わせを明らかにすることによって、毛色
が種判別の手掛かりとなりうるかどうかを
検証した。 
 
４．研究成果 
(1)目立つ毛色が同種内の社会的シグナルと
なる可能性について 
 
タイ中部の低地林 4カ所で、合計 158 個体の
フィンレイソンリスを捕獲し、体毛の特性を
計測した。4個体群はそれぞれ赤、黒、白灰、
白色と異なる毛色をしていた（図１）が、個
体群内には若干の個体差が認められた。毛色
の個体差は体重との相関はなく、年齢によっ
て同方向に変化することはなく、性別による
違いは認められなかった。また、雨季と乾季
によって、毛色が異なる地域もあったが、全
ての個体群で共通する変化は無かった(表
１)。以上より、毛色が同種個体群の中で、
順位関係や繁殖力などの社会的シグナルと
して機能している可能性は低いと考えられ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１：フィンレイソンリスの目立つ毛色 
 
表１．フィンレイソンリス 4 個体群の体毛の
測定値（明度、彩度、色相）. 性別ごとに
乾季と雨季の平均値を示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 
 (2)目立つ毛色が、異種間で種認識の手がか
りとなる可能性について 
 
6 個体のフィンレイソンリスを用いて飼育環
境下で色の識別試験を行なった（図２）。フ
ィンレイソンリスの毛色である黒、赤、白を
正解色とし、別種 C. erythraeus の茶褐色を
不正解色とした場合、全ての個体が白、黒に
ついては識別可能となったが、赤色と茶褐色
は識別ができず、二色型色覚であることが明
らかになった（図３）。別種 C. caniceps の
橙色を不正解にした場合、白、黒、赤とすべ
ての色で識別が可能であった。茶褐色の
C.erythraeus と赤色のフィンレイソンリス
は交雑している可能性が高く、両種は遺伝的
に同種であると考えられた。C. caniceps は
フィンレイソンリスと明確な別種であった
（図４）。白、黒、橙などの目立つ色は、同
所的に生息する近縁種の間で種認識の手掛
かりとなりうる色であることが明らかにな
った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３：色識別実験の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２：6個体の色識別実験結果における平均 
正解数 (a)不正解色を茶色、正解色は黒、白、
赤、橙とした。(b)不正解食は橙色、正解色
は黒、白、赤とした。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４：mt-DNA d-loop 領域解析による 3種 C. 
finlaysonii, C. erythraeus, C. caniceps 
の遺伝的関係 
丸印の色はそれぞれの種、亜種の毛色を示す。 
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AB259602 (C. prevostii, Sumatra, Indonesia)

AB259603 (C. prevostii, Sumatra, Indonesia)

D36 (C. caniceps caniceps, DCD, N=4)  or

D35 (C. caniceps caniceps , HTT, N=17)  or

D34 (C. caniceps caniceps, KY, N=2)  or

D33 (C. caniceps caniceps, UP, N=2)  or

74

26

D32 (C. caniceps caniceps, KSP, N=4)  or

27

D31 (C. caniceps caniceps, KSP, N=1)  or

D30 (C. caniceps caniceps, KSP, N=1)  or

D29 (C. caniceps caniceps, KSP, N=2)  or

74

D28 (C. caniceps caniceps, UP, N=1)  or

67

27

17

D27 (C. finlaysonii boonsongi, PP, N=1)  gr

D26 (C. finlaysonii bocourti , SL, N=18)  wh / wh & gr

D25 (C. finlaysonii bocourti, Unknown, Thailand, N=1)  wh & gr

D24 (C. finlaysonii bocourti, Unknown, Thailand, N=1)  wh

83

D23 (C. finlaysonii bocourti, SL, N=5)  wh / wh & gr

46

D22 (C. finlaysonii bocourti, Unknown, Thailand, N=1)  wh & gr

60

67

D21 (C. finlaysonii annellatus, HTT, N=19)  re

D20 (C. finlaysonii finlaysonii, KSC, N=1)  wh

D19 (C. finlaysonii finlaysonii, KSC, N=16)  wh

D18 (C. finlaysonii finlaysonii, KSC, N=1)  wh

53

D17 (C. finlaysonii nox/cinnamomeus, KK, N=13)  bl / re

D16 (C. finlaysonii cinnamomeus, KAR, N=3)  re

D15 (C. finlaysonii cinnamomeus, KAR, N=11)  re

D14 (C. finlaysonii nox, KK, N=1)  bl

D13 (C. finlaysonii nox, KK, N=2)  bl

D12 (C. finlaysonii nox/cinnamomeus, KK, N=11)  bl / re
59

52

44

100

86

D11 (C. finlaysonii menamics, TCR, N=7)  re & br

D10 (C. finlaysonii menamics, TCR, N=1)  re & br

D9 (C. finlaysonii menamics, TCR, N=5)  re & br

96

85

85

D8 (C. finlaysonii menamics, DPK, N=1)  re & br

53

49

D6 (C. erythraeus erythraeus, KSP, N=1)  br

D5 (C. erythraeus erythraeus, DST, N=11)  br

D4 (C. erythraeus erythraeus, DST, N=2)  br

89

100

57

59

100

61

KM502568 (C. erythraeus erythraeus, Sichuan, China)  br

GU474433 (C. erythraeus erythraeus, Sichuan, China)  br

D3 (C. erythraeus erythraeus, Japan, N=5)  br

D2 (C. erythraeus erythraeus, Japan, N=15)  br

D1 (C. erythraeus erythraeus, Japan, N=6)  br

60

100

100

77

50

100

95

100

0.02 substitutions/site

D7 (C. erythraeus erythraeus, Japan, N=7)  br

A

 



会 2014 年度大会講演要旨 p109 (2014.09.05
京都大学) 
③田村典子. フィンレイソンリスの毛色多
型とそれに伴う行動の違い. 日本哺乳類学
会 2013 年度大会要旨集 p109 (2013.09.07,
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〔その他〕 
ホームページ等 
森林総合研究所研究最前線「果実の食べころ
を 見 分 け る リ ス の 色 覚 」
https://www.ffpri.affrc.go.jp/research/
saizensen/2015/20150819-01.html 
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